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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
｣ ー__

ポリコーム群 PGc( )タンパク質複合体臥

tesehenance

ヒス トンのメチル化 .遺伝

r of z子の発現抑制 に関与 している｡その構成分子である 

-B imh2zEh lomoogue2( )と 1の発現が悪性度と相関することが固形がんにおい

ては知 られているものの､悪性 リンパ腫においては不明である0本研究では､

h

im-h2z悪性度の異なる種々の非ホジキンリンパ腫における E ､B 1ゐ発現を免疫

組織染色およびウェスタンブロットにより調べ､それ らの発現と悪性度との相

関を解析 した｡その結果､高悪性度の非ホジキンリンパ腫において EZ2の発現

6h2zが上昇しており､さらに E と細胞増殖マーカーである K17の発現が正の相

関を示すことが明らかにされた｡

本研究は､非ホジキンリンパ腫の悪性度進展の機構について新しい知

見を示した点で価値ある業績である｡よって本研究者は博士 (医学)の学位を

得る資格があると認める｡
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